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Fifty−three ・ st・ai… fth ・ p・・ ni ・・ c ・lti・ ・t・ d　i・ H ・kk・id・ f・・ m ・di・al ・・e・w ・・e　p・・P ・g・t・d

veg 。t。tively　i・ A ・g・ ・t　1977
，

・ nd ・g・i・・ i・ A ・ g・ ・t　l98L 　 Th 。　quantity ・f　p ・e・ nifi ・・i… lbi−

fiorin，　oxypaeonifiorin 　and 　gallotannin　in　the　Paeoniae　Radices　was 　deterlnined　in　August　1977，

1981and 　l984　to　discover　the　relation 　between　the　quantity　of　these　constituents 　and 　the　mor −

ph。1。gica且・h・… t・・i・ti… fae ・1・l　p・・t・ ・ f　th・ pl・・t，・ nd 　t・ ・xami ・・ th・・chang ・ i・ th・ quantity

of 　these　constituents 　befbre　and 　after　vegetat 且ve 　propagatlon・

　Paeoni月orin 　content 　in　Paeolliae　Radix　 was 　found　to　be　 l．50−4，84％，　the 　average 　content

w 。、 i。　th ， ，ang 、 。f　2，62−3．06％ ・nd ・b・・t　f・ u ・ fifth・ ・f　th・ ・ampl ・・ c・nt・i・・d　2・OO4 ・OO “

／・

。f　pae。 nifi 。，i。　in　each 　h・・ve ・t　yea・．　 Albifl・・i… ntent 　w ・・ nd
−2・18’

／・
・ nd 　th・ c ・ eM ・i・nts °「

variation 　in　albifiorin 　content 　were 　more 　than 　two 　times　greater 　than 　those 　in　paeoniflorin。

Gallotannin　content 　 was 　O，17−1．08％ ，
　and 　the　histograms　of 　gallotannin　content 　showed 　two

peak ， 。，。 ．・d　O．4 ・ 1・d　O．7％ i・ … hh ・・ve ・t　y ・a・・Th … w ・・ n ・ ・ig・ 1且・・ nt … rel・ti・ n 　between

the　morphological 　characteristics 　of　aerial　parts　of 　the　plant　and 　quantity　of 　thes．e　constjtuents ．

　The 　
amount

　of　each 　constituent 　in　Paeol〕iae　Radix　harvested　in ］981　was 　closely　correlated

with 　that　in　1984；correlation 　coeMcients 　fbr　paeoniflorjn，　a正bifiorin，　oxypaeoniHorin 　and 　gallo−

tannin　were 　O，8913
，
0．9451，0．9349　and 　O．7130，　respectively ．　These　results　indicated　that　the

cap 。・ity・f　p・・ ny 　t・ P ・・ duce　th・・e　f・ u ・ c ・ n ・tjtuent・ i・ m ・i・ly … t・・II・d　by　g・・ eti・ fa・t・「s　in

each 　strain ．

K 。yw 。，d・ 　 P ・ ・ onia 　lactvaora； P・e・niaceae ； Pae ・・iae　R ・di・ ；pae・nifl・ ・i・ ；・lbifl・ Ti・ ；・xy −

Paeoniflorin；9allotannin；vegetatlve 　Propagatlon

　芍薬は 漢方 で 繁用 され る ほ か ，家庭薬 の 原 料 と し て も重要な 生薬で あ る．芍薬 は 国内生産量 の 多い 生薬 の
一つ で ，

国内の 年間消費量 200〜250t の うち 40−−50％ を北海道，新潟県，奈 良 県，群馬県，長野県 1 栃木県 な どで 生．産 し て

い る ，と くに ，奈良県 で は古くか ら薬用を 目的 と し て シ ャ ク ヤ ク Paeonia　1α〔
』
’  o厂o　PALL ．の 白色単弁花の 系統

4 ）

（一

般 に 和蔔あ る い は大和系 と呼ば れ て い る）が 栽培され て ぎた が ，現在 で は そ の 量 もわ ず か で あ る．奈良県以外で は園

芸 品種 との 交雑種 の 根か ら調製加 工 さ れ た芍薬が大部分を し め ，新潟県や 栃本県で は花卉生 産用 の 園芸 品 種 の 根 が 廃

物利用 さ れ る こ とが 多 い
5 ）．こ の よ うに ，現在 で は 薬用

．
種 と い わ れ る シ ャ ク ヤ ク は ほ とん ど栽培 され て お らず，生薬

原料 とな る シ ャ ク ヤ ク は 花弁，子房
．
，柱頭，茎，葉な どに 個体差 が 認 め られ る．
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　わ が 国 で 生産 され て い る 芍薬 に は 生干芍薬 （赤芍）， 白 芍薬 （自苟）お よ び真有があり， それ らの 品質 は お もに 色，
質，香 りな どを判断基準 と し た 経験的方法 で 評価 され て ぎた ．しか し，近年芍薬 に も化学的品質評価の 試 み が 多数報

告され，マ ウス に 鎮静，鎮痛，鎮痙f乍用 な どを 有 し て い る Paeoniflorin6・7 ）

を ，化学的品質評 価の 指標物質 と し て い

る．

　吉崎 ら 8）
は 市場 品 の 大 和 系芍薬 （奈良県産），中国産芍薬 お よび局方シ ャ ク ヤ ク末中の Paeonifiorin含量 は そ れぞ

れ 約 3 ％， 3 ％お よ び 4 ％ で あ り，Albifiorin含量 は い ず れ も約 0．7％ で ある と報告 して い る，また，清 水 ら
9〕

は産
地 の 異 な る芍薬 6 試料 を 分析 し Paeoniflorin含量 に つ い て は ほ と ん ど地 域差 が ない と報告 し て い る，し か し ，分析

試料数が 少ない こ とか ら，芍薬中の Paeonifiorin含量 が 個 体あ る い は 産地 に よ る 差 が 小 さい とは 断定できな い ，

　長尾 ら
10 ）

は 奈良県 で 栽培 され て い る 薬用 の シ ャ ク ヤ ク （大和系） を株分 して 目本各地 で 栽培す る と，同
一
株か ら栄

養増殖 した もの で も寒冷地 ほ ど Paeontflorin含量が高くな る とい う結果 を 報告して い る こ と か ら，気象条 件 な ど種

種 の 栽培条件下 で 栽培 した シ ャ ク ヤ ク 中 の 成分 含量 を詳細 に 検討す る 必要 が あ る．

　ま た ，こ れ まで は 大 部分 が Paeonifiorin の 分析の み の 報告 で あ る が，その 類縁 化 合 物 で あ る Albifiorin
，
　 Oxy −

paeoniflorinな ど
「1）

に も Paeoniflorinと同 様 な薬理 f乍用 が 了 想 され，芍薬 の 化学的品質評価に は これ らの 配糖体も

定量 す る必 要が あ る と考 え られ る．さ らに ，Galletanninに は 血1清中の 尿素窒素減少f乍用 が 認 め られ
12）

，芍薬の 調製

加 工時 の 変色 に 関ケ・す る と考えられ るの で ，Gallotanninも品 質評 価の 重 要 な 指標物質と考 え られ る．

　そ こ で われわ れは ，良質な 萄薬 を 安定 し て 供 給す る た め に は
，

：　 2・L ら の 成分含量 に 変動が少な く，か つ 耐病性 お よ

び 生 産 性 に 優 れ た シ ャ ク ヤ ク の 系統選抜 が 必要 で あ る と考え，北海道各地 で 栽培 され て い る 種 々 の シ ャ ク ヤ ク を 集 め ，
増殖お よび栽培試験をお こ な う と と もに ，そ れ ら か ら調製 し た 芍薬中の 成分を定量 し て きた

13）．今回 は，系統選抜 の

基礎的 研 究 と し て，ま ず地 ヒ部 の 形 態 で シ ャ ク ヤ ク を 分類 し，さ らに お の お の の 系統 の 根 か ら調製 した 芍薬 中 の

Paeoniflorin ，　Albiflorin，　Oxypaeoniflorinお よび Gallotanninを 定量 し，形態と成 分含量 の 関 係 に つ い て 調べ た ．
ま た，シ ャ ク ヤ ク を栄養増殖 （株分） し た 場合，各系統 の 成 分産生能が 親株か ら子株に 引き継 が れ るか ど うか に つ い

て も検討 し た の で 跟告 す る，

実　験　の 　部

　1． 試　　料

1969年か ら北海道の 栽膿 家 よ り集め た シ ・ ク ヤ 塑 国 立 衛 生 試験所北海道薬用 植物耡 獄 験場 （名寄） で 増殖 し，
そ れ ら を 花弁 ，子 房 柱頭 ，茎 ， 葉な ど の 色 お よび 形 態 に よ っ て 約 200 の 系統 に 分類 し た 後，栄養増殖 （株分） した

苗 で 栽培試験 を お こ な っ た．こ れ らの な か か ら生育 の 良い 53系統 を 選 び 1977年 8 月 に 5 年生 で 収穫し，継続 して 栽培
試験 を お こ t・ 5た め に 根頭部雄 分苗 と し て 取 り，そ の うち 14縮 に つ い て 根を水黻 ，5か 月雕 燥 し て 生干縢
（赤芍）に 調製 し て 試料と した．株分 で 増殖 した シ ャ ク ヤ ク は 1981年 S月 に 4年生 で 収 穫 し，根頭部 は 株分 し た 後 さ

らに 継続 して栽培試験を お こ な い 1984年 8 月 に 3 年生で 収 穫 した．1981年 と1984年に 収穫 した 53系統 の シ ャ ク ヤ ク の

根 も生干苟薬に 調製 し て 試料 と した．

　 2． 分 析 法

　
Paeonifiorin，　Albiflorin お よ び Oxypaeonifiorin は 既報 の 方法 に 従い 1981年 ま で は 薄層濃度法

里4 ）

，そ れ 以 後 は 高

速 灘 ク ゜ マ ト グ ラ フ
・
一法

15 ）

で 定量 し，G ・ll・tanni・ 概 報の ノiilk，if・ 従い 高速灘 ク ・ マ ト グ ラ フ 、
一
法

・61
で 趨

した・得 られた 定量糸課 は NEC パ ー
ソ ナ ・レ ・ 7 　lt

’
　．．　一・タ PC −9801F2 （A・i’Eiソ フ ト） を 用い て fi：m 勺に 処肌 謀

礎統言1量 ，回 帰直線 ，相 関係 数 表
・
を 求め た．

結 果 と 考 察

　地 上 部の 形態で 分類 した 200 系統 の うち生育 の 良い 53系統 に つ い て 花弁，子房，柱頭，茎 お よび 葉 の 色 また は 形態
を 調 べ TABLE

　
I に 示 し た ．花弁の 色 は 白，ピ ン a ，赤に

， 柱 頭 ， 子房 の 色 は 白，赤 ， 緑 な どに 分類 し，菜 の 色 は緑，
赤 お よ び そ の 巾間 色，葉 の 色は 淡 緑色 ， 緑色 お よ び 濃緑色 に 分 け た ，

　1977，81年 お よ び 1984年 に 収穫した シ ャ ク ヤ ク か ら調製した 苟薬中の Paeonifior．in な どの 配糖
−
体 お よ び Gallo−

tannin 含量 を TABLE 　IR こ 示 した ．

　
Paeonifiorin含量 は 1977年産が 平均 2．　91％ （L　83〜4．03％）， 】981年産 が 平均3．06％ （1，73〜4．82％），1984年産 が

平均 2．62％ （1．50〜4．33繆） で あ っ た ．平均値 は 収穫 した 年に よ り2．62−− 3．　06％の 間 で 変動 した が
， 各年度に おけ る

PaeoniHorin含量の 変動係数は い ず れ も約24％で 収穫 し た 年 に よる差 は な く，3 年 と も全体の 約 8 割は 2．00〜4，00％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （414 ）
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TABLE  I,Morphological  Characteristics of 53 Strains of  Paeonies

Strain No.Color
 of

 Petal
Color  ofStigma Color of Hair on  Color of

Ovary  Ovary Stem
Co]or of

 Leaf
Hair on

 Leaf

23457182228293233363839444751525457596068747577788486929495969799100101104105115116118119120154IS7158159161162163165

 x

WWWWW*W*W*W*WWWW*wWPPPPPPPRPPPRPWPPRPPPWPPPPPPPPRW*PWWWPWW*R*RWRR**

WWWRWRRWWRRPWRPYPWWWWwWWWWWwRWWWRWWRwRPwWwWWWWwP

RGRR**

GGGRGRRGGGGGGRRGGGGGGGGGGGGGRRGGGGGGGGGWGGGGGGWG

++**

+++

+

+

+

+

+

+

+

+l-+++++

+

GGGGGGGRGRRGGRR6GRGGRGRGRGRRRGRGRGGGRGGRGRGGRRGGRRRRRGGRRGGRRGRGRGRRGRRRGGRGRRGRGL6LGLGLGDGLGLGLGLGLGGDGDGDGLGLGLGLGDGDGDGDGDGDGLGLGDGLGDGDGLGLGLGLGDGLGDGDGLGGDGGLGLGL6LGDGDGLGDGDGLGLG+++

++

±

+++++++

++

++++

+++++

+++

++

++++++++

±

+++

'  Double  fiower, "  Strain No. 7 has neither  stigma  nor  ovary.

W:  white,  R:  red,  G:  green, P: pink, Y:  yellow,  LG:  light green, DG:  dark green,  GR:  greenish red,

RG:  reddish  green.

(415)
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TABLE  II.Contentsof  GlucosidesandGallotannin in 53StrainsofPaeoniaeRadix

StrainNo.
Paeonifiorin(%) Albifiorin(%) Oxypaeoniflorin(%)Gallotannin  (%)

Year1977  19811984 19771981  1984 197719811984

  2
  3
  4
  5
  7

 l8
 22
 28
 29
 32

 33
 36
 38
 39
 44

 47
 51
 52
 54
 S7

 59
 60
 68
 74
 75
 77
 78
 84
 86
 92

 94
 95
 96
 97
 99IOO101104105115116118119l20154l57l58159161162163I65

 x

2. 403,
 19

2. 624.
 203,
 773.

 374.
 03

2, 551.83

2, 26

3.2,

2,3,

3962

4109

3. 713.
 504.
 012.
 773.
 772.

 702.
 322,
 644.
 813,
 482.

 962.
 661.
 953.
 124.824.522.

 553.
 034.142.

 932.

 463.
 673,
 262.
 912.
 472.

 952.
 923,504.

 172.
 601.732.

 882.
 283.
 462.
 154.

 413,
 773,
 OO2.
 012.
 632,

 332.
 092,
 443.I62.143,

 053.
 272.
 313.
 7I3.
 083.

 532.
 772.
 50

3. 212.
 982.
 542,I93.

 462.
 162.
 232.
 284.
 333.
 012,
 402.
 642.
 062.
 283.713,

 862.
 122.
 303.
 242.
 891.782.

 862,
 402,
 472.
 132.

 362.
 973,
 443.
 382.
 171.502,

 221.
 873.
 192.
 333.

 903.
 032.
 631.602.

 062.122.

 242.
 483.
 172.182.

 932,831,

 682.
 903,
 Ol2.

 912.521,97

O. 49nd*

O. 59ndO.

 04O.

 04O.
 59

1, OOO.

 78

l, 40

o.o.

o.o,

2650

7725

1. 001.
 00O.
 06O.
 87O,
 021.

 04O.
 76O,
 74O.
 07O.
 08O.

 08O.

 981.
 322.18O.

 59O.
 30O.56O.

 761.
 67O.18O.

 97O.
 06l.
 421.621.

 35O.

 271.
 36O.
 06O,
 341,57O.

 941,
 541,06O.

 221.57O,

 43O,
 561.151.

 07I.
 40o.LLo.o,

4338173061O.

 25O.
 03O.81O,711.

 15o.o.o.166934

O. 72O,
 63ndO.

 46lldO,59O,

 80O.
 48

 nd

 nd

 ndO.

 791.
 241.
 42O.
 42O.

 18o.
 3gO.
 631.24O.

 OlO.

 61O.
 13O.811.

 17L03O,

 13L12ndO.

 121,
 47O.
 891.
 43O.
 88O,
 Ol1.
 44O.
 18O.
 21O.
 92O.
 84O.
 68O.

 171,46l,18O.

 OlO.
 41ndndO.

 76O.
 361.11ndO.

 64O.
 Ol

O.14e,
 23

o,o.o.o,o,0619131307

O. 06O.

 03

O. 04

O. 09O.
 14

O. 22O.12

O. 17O,
 24O.
 31O,15O,18O.

 12O.
 11O,J3O,

 28O.
 21O.

 16O,
 09O.
 09O,
 I5O.
 19O.

 20O.
 10O,
 08O.
 17O.
 14O.

 I4O.
 16O.
 23O.
 15O.
 16O.

 21O,
 20O.
 20O.
 27O.
 15o.

 osO.12O.

 17O.33e.IoO.

 27O,18O.

 23O.
 15O.
 17o.o.o.o.o.o.o,o.o.o.o.o.o,

15173021112516153515261014

O. 25O.
 35O,
 44O.
 30O.
 29O.

 16O.13O.

 16O.
 41O.
 27O.

 30O.
 09O,13O.

 15O,
 23O.

 29O,
 08O,
 07O.I7O,

 20O.15O.

 18O.
 31O.]9O,

 17O.
 29O.
 30O.
 31O.
 38O.
 19O.10O.

 16O.
 25O.
 49O.
 16O.

 40O,
 22O.
 29O.
 21O.
 21o.o.o.o.o.

2424393823O.

 48O.
 20O.
 22O.53O.

 23O.

 42O.
 16O,
 20

1981O.

 45O.61O,

 62O.
 47O.
 37O.

 76O.
 67O.
 73O.
 36O,
 44O.

 26O.
 43O.
 96O,
 76O.41O.

 441.
 08O.
 39O.
 45O.
 38O.

 70O.
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　Fig，1，　Histogram 　of 　Paeonifiorin　Conten しs　ill　1981　and 　1984

Peoniae　Radix 　prepared　from　53　strains 　ef 　paeonies　were 　analyzed ．

10 5 0 　 0 5 10

　Fig．2，　Histogrum 　of 　Alb澗 orin　Contents　in　1981　alld 　l984

　　　　　See　Fig．1．

の 範開に 入 り，そ の 最高値は 最低 値の 約 3 倍 で あ っ た，芍薬中の Paeonifiorin 含量 の 分布は Fig．1 に 示 す とお りで ，

1981年産 と1984年産に お け る 分布 の 違 い は 気 象条 件 な どの 違 い に よ る もの と 考 え られ る．

　Albifiorin含量 は 1977年産が0．57％ （nd 〔検出せ ず〕
〜1，40％），

1981年産が 平 均 O．　81％ （0．02〜2，18％），1984年

産 が 平均0，59％ （nd 〜1，47％）で あ っ た．1981年産が 1977年産 お よび 1984年産 と比較 して 約 1．4 倍高 い 平均値を示 し

た が，各年度 の 変動係数 は い ずれ も65傷以上 と Paeoniflorin に 比 べ る と大 き く，Albi且orin 含量 は 系統 に よ り大 き

な差 が 認 め られ た ．Albifiorin含量 の 分布 は Fig．2 に 示すと お り で
，
　 Paeoniftorin の 場合 と異 な っ て お り，こ の よ

うな Albifiorin含量 の ば らつ きは，す で に 報 告 した 萄薬 の 分析結果 と一致 した
14“18）．ま た，1977年あ る い は 1984年
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Fig．3．　Hjstogram く｝f　Gallotannin　Contenls　in　1981　 and ］984

　　　 See　Fig ．1，

TABLE　IIL　Correlation　CoeMcients 　Tab ［e　of α し層co3ides 　and 　Gallotalmill　Contents

PaeoniHorin

Albiflorin

Oxypaeoniflorin

Year19811984Albifiorin

− O．4223
− 0，4465

198119841981

工984

Oxypaeoniflorin

0．59060
．5226

一
〇．3633

− 0．4777

Gallotannin

一〇．3322
− 0．1987

　0．0891
− 0．0111

一
〇．1506

− O．1321
＊ Correlation　coeMcients 　were 　calculated 　from　the　determination　values 　of 　common 　53　strains

　of　Paeoniae　Radix　analyzed 　in　1981 　and 　1984，　and 　the　correlation 　coeMcients 　in　upper 　line

　are　calculated 　using 　the　results 　of　analysis 　ill　l98工，and 　lower　line　using 　those　oF 　1984．

に Albiflorinが 検出 で きなか っ た 系統 で も，1981年 に は Albifiorin が 検 1五 され た こ とか ら，こ れ らの 系統は Albi−

florin産生能 が あ る に もか か わ らず，1977年と 1984年に は 気象条件，栽培条件などの 影響 を うけ て 産生 能 が 低下 し，

倹出限界 （O．　01　90）以下 に な っ た もの と考え られ る．

　こ の よ うに ，蔔 薬 ［bの Albillorin含量 は 系統 に ょ る差 が 大 き く，
Albifiorinを ほ とん ど含 まな い 系統 か ら 2 ％以上

（主成分で あ る Paeoni 且orin と同程度）含有す る系統 ま で あ る こ とが 明 らか とな っ た ，また，　 Albiflorin．含量 の 高 い

シ ャ ク ヤ ク が あ る こ とか ら，今後 Albiflorinの 薬 理 作用 を 明 らか に す る 必 要が あ る と考え られ る．

　Oxypaeoniflorin含量 は 1977年産 が 平均O．12％ （0、03〜0．23％），1981年産 が 平均0．工8％ （0．08〜0．3590），1984年

産 が 平均0・25％ （O・　07〜O．　48％） で あ り，その 平均値 は Paeonifiorinの 1／10−− Y20，　Albiflorin の 約 1／5 で あ っ た

その 分布 は ，1981，84年 と もに 他の 配糖体 に 1：ヒベ て Tl：1規 分 布 に 近 か っ た ．

　Gallotannin含量 は 1981年産が平均0，61％ （0．26〜1．08％），1984年産 が 平均0、45％ （0，17〜0．79傷）で あ り，1981

年産の ほ うが 高か っ た が，変動係数に は 差 は な か っ た．ま た，Gailotannin 含量 の 分布は Fig．3 に 示 し た と お り

で ，1981年，1984年 と も0、30〜0．49％ と0．60〜0．79％付近 に 二 つ の ピーク を示 し た．その 理 由は 明 らか で は な い が ，

Gallotannin の 産生能か ら これ ら53系統を 二 つ の グ ル
ープ に 分類 で きる 可能性 が ある．

　つ ぎ に ，TABLE 　I に 示 し た花弁，柱 頭，．r一房，茎，葉 の 色 な どの 地 上 部 の 形 態 と ，
　TABLE 【1 に 示 し た 3 種 の 配糖

体 お よ び Gallotannin 含 量 と の 関係を 調べ た ．し か し ， 地．ヒ部の 形態 と こ れ ら4 成分量 と の 間に は い ずれ も有意な

関係は 認め られ なか っ た
IS）．こ の こ とか ら ， 原料 とな る シ ャ ク ヤ ク の 地上部 の 形態 に よ りそ の 根 か ら調製され た 弓薬

（418）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofPharmacognosy

5{

 tst)

4

3sugeiT,

£ 28r.:8,s

oo

1 2 3 4 s(tt)

                      PaeoniiLorin.-19Sl

Fig. 4. Corretation of  Paeoniflorin Contents between Paeoniae Radix  Vegetatively Propagated

      (Paeoniflorin-1984) and  Those  Used  for Propagation  (Paeoniflorin-1981)

r-e.8913,y(Paeonifiorin-1984)=O.3458tO.7450 × (Paeonifiorin-1981),
Paeoniae Radix Prepared from  53 strains  of  peonies were  harvested on  August 1981 and
analysed  after drying for 5 months,  The  top  of  roots  with  buds  were  vegetativeLy  propagated

and  cultivated  fbr 3 years, and  harvested on  August  1984 and  analysedafter  drying for 5 months.

(v
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    o

     O 1 2Ctt)

                     Albiflorin-1981

Fig. 5. Correlation of  Albiflorin Contents  between Paeoniae Radix  Vegetatively Propagated

      (Albiflorin-1984) and  Those  Used  for Propagation (Albiflorin-19Sl)

r-O,94Sl,y<Albiflorin-]984)--O.0941-O,8516x(Albiflorin-1981).

Others see Fig. 4,
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Fig, 6. Correlation of  Oxypaeonflorin  Contents between Paeoniae  Radix

      Vegetatively Propagatcd  (Oxypaeonifiorin-1984) and  Those  Used

      for Prepagation

r-O.9340,y(Oxypaeonifiorin-1984)-=-O.0273+1.5676 × (Oxypaeoniflorin-1981).
Others see  Fig. 4.
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                          Gallotannin-1981

Fig. 7. Correlation of  Gallotannin Contents between Paeoniae  Radix  Yegetatively

      (Gallotannin-1984) and  Those  Used  for Propagation (Gal]otannin-1981)
r=O.7130,  .v (Gallotannin-1984)-O,0763+O.6192 × (Gallotannin-1981).
Others see  Fig. 4.
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の 品質 を 評価す る こ とは む ずか し い と 推定 さ れ，化学的品 質評価 の 重要性が 確認 さ れ た ．

　また ，
1981年産 と 1984年産の 芍薬に つ い て，3種 の 配糖体と Gallotannin含量 聞 の 関係を 調 べ た結果を TABLE 　IH

に 示 した 19）．そ の 結果，1981，84年い ずれ も Paeoniflorin 含量 と Oxypaeoniflorin 含量 と の 間 に は 正 の 相関が，

Albifiorin含量 と Paeoniflorin含量 お よ び Oxypaeoniflorin 含量 との 間 に は，い ず れ も負の 相関が 認め ら れ た ．

Gallotannin 含量 と 3種 の 配糖休含量 の 間の 相関係数の 絶対値は い ずれ も／∫丶 さ く，
Gallotannin含 量 と配糖体含量 の

間 に は 相 関 性 は な い もの と 考 え られ る．

　
一

方，1981年 と 1984年を 比較す る と 4 種 の 成分間 の 相関係数は ほ ぼ 同 じ値 で，気象条件，栽培条件 な ど の 違 い に よ

り各成分含量 の 平均値 に 差が生 じて も，各成分含量間 の 関係 に は ほ とん ど影響 し ない もの と考えられ る．

　さ らに ，シ ャ ク ヤ ク を 株分 に よ り増殖 した 場合 ， 親株 と子株の 問 で 成分含量 に 違 い が生ず るか ど うか を 調 べ る た め

に ，1981年産と1984年産 の 芍薬に つ い て 各成 分含量 を比較した と こ ろ ，
Fig．4〜7 に 示 す結果 を得た．

　1981年産 と1984年産 の 間の Paeoniflorin，　Albiflorin，　Oxypaeonifiorinお よび Gallotannin含量 の 相関係数 は それ

ぞ れ 0．8913，
0．9451，0，9340お よ び 0．7130で あ り，い ずれ も高い 正 の 相 関が 認 め られ た

19 ）．さ らに ，1977年 に 分析 し

た 14系統に つ い て ，配糖体含量 を 1981年産，1984年産 と比較 し た 結果，各配糖体 ともに 高 い 正の 相関が 認 め られ た 20）．

こ の よ うに ，芍薬中の 配糖体
’？　Gallotannin は 気 象条 件，栽培条件 な どに 影 響 され，そ れ らの 含量 が 多少 は 変化す る

もの と考 え られ るが ， 各成分の 産生能 は 系統の 遺伝的因子 に 強 く支配 され，シ ャ ク ヤ ク に は 成 分 の 産牛能 が異 な る系

統 の 存在 が 明 らか と な っ た．

　以上 の 結果か ら，シ ャ ク ヤ ク を栄養増殖 （株分） し た 場合，配糖体 や Gallotannin 含量 は 親 株 と子 株 の 間 で ほ と ん

ど変化が な く，栄養増殖す る こ とに よ り成分含量 の 安定 した 系統 の 維持が可能 で あ る．今後，有効成分含量 が 高 く，

か つ 耐病性お よ び 生 産性 に 優れた 系統 を選抜す る 予定で あ る．
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20） 1977年 と 1981年の PaeoniHorin，　Albiflorlnお よ び Oxypaeonifioエin の 相 関 係数 は そ れ ぞ れ，0．7740
， 0．9439 お

　　よ び 0．7973，1977年と1984年の ホ目関係数 は そ れ ぞ れ ，0．7716，0．　9274 ／s
一
よ び 0．8237，1981年と 1984年の 相関係数

　　は それ ぞ れ，0．9390，0，9711お よび 0．8929で あ っ た，試料数が 14の 場合，相関係数が0．6614以上 で あ る と危険率

　　 1％ で 正 の 相関が あ る，
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